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創 刊 20年 目 の 雑 感

本誌 「南予生物Jは 1985年に創刊 された (図 1).

Vol.l No.1の「創刊によせて」では,南 予生物研究

会の発足の経緯 と会誌の発行について,筆 者が説

明 している.そ こには 「地域の生物に目を向け,

記録を残 してい くことに意義がある」 と記 されて

いる.今年で創立か ら20年になることを記念 して,

創刊号から現在までの総 日次をlH●載 した。

創刊当時の会員は 13名で,年 2回 の会誌発行 と

会報の発行を予定 していた 実際には,会誌は Vol l

は年 2回 発行 されたが,そ の後は 1・2号 の合併号

として年 1回 発行 した.会 報は最初の数年間だけ

発行 した。会の事務局は橋越氏の自宅に置 き,会

計や会誌の発行な ど全て橋越氏が社1当した。筆者

は会の代表 とい うことに して,会 誌の編集 に協力

した 会誌 Vol lのNo2は 全体で約 80ペー ジの分

量があ り,会 員 t)一時は 50名 以上に登録数が増え

た.そ れ以降は原稿がなかなか集 まらなくな り,

1991年の V。16か らは毎年の会誌発行が困難にな

り,2年 に 1回 の隔年発行 となつた.初 めの うち

は紙質 も悪 く,写 真がきれいに印刷できなかつた

が,写 真で生物 を記録す ることの重要性 を考え,

1993年 Vol.7から上質な紙に変えた。それ によつ

て写真印刷の質が向上 したが,逆 に写真 を多 く掲

載することで,印 刷費が高 くなつた。

会が発足 して 10年が経過する頃には,投 稿者が

限られてきて,Vol.10では会誌が 30ペ ージを切 る

状況に至った。会費の納入 も滞 り気味 とな り,会

の存続が危ぶまれ る状況 となつた。事務局の橋越

氏が 1人 で会の運営を していくことに関 して,時

間や能力の限界を感 じるよ うになつた.会 誌の印

刷費も赤字が続いてお り, 2人 の間では廃刊を考

えるようになつていた.

その頃,新 たに入会 され る会員や継続 して支え

てくれていた会員の中か ら,こ のような地域の生

物を記録 している会誌の重要性 を評価 し,会 の存

続を応援 したい とい う意見が届 くようになった.

また,そ うい う意見を聞いて,こ の会誌について

辻 幸―

編集に関わつている 2人 だけで勝手に変えた りや

めた りしてはいけない段階に来ているとい うこと

も強 く感 じた そこで,10号 から会誌の編集作業

をそれまでの事務局の橋越氏から筆者が引き継ぎ,

会誌印刷の経費を節約す るため編集作業を全てパ

ソコンで行 う方法に変更 した。また,編 集 協力者

として清水氏を迎 え,新 たに詳細な投稿規程を設

け,校 関制度を取 り入れた.清 水氏が中心 となつ

て積極的に県内外の研究者に人会や投稿を呼びか

けた.そ の結果,少 しずつ投稿数が増え,今 号で

は総ページが 70ページにまで回復 してきた.また,

校関制度によつて投稿者 との改訂作業のや り取 り

が増えたが,論 文の内容について時間をかけて吟

味す ることができるようにな り,会 員 との情報交

換の機会も多 くなつた

「身近な自然を記録す る」 とい うこの会の 日的

は,20年 経つた現在 も何 も変わつてはいない 環
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境の変化によつて,地 域の貴重な自然や動植物は

ますます減少 している.こ の会誌の発行の意義は

まだまだ重要であると感 じている.今 後 も支えて

くれる方がいる限 り,こ の会を続 けていけるよう

努力 していきたい。会員のみなさまのご協力をお

願い します。

(つじ こういち 南予生物代表)

<Vol.l No.1>1985年 3月発行

創刊に寄せ て

西南 日本 におけるビロウの分布

内海村の帰化植物

フ ウランの行方

宇和海産魚類 日録 (1)

宇和海の魚類 (1)一 ヨウジウオ科 ―

ダム湖 にお ける移入魚 の生態 ―特 にブ ラックバ スの摂餌生態 について 一

ヨシノボ リの生活

佐 田岬半島の冬鳥の特徴

拡げ よ うとりたちの輸 一野外 での鳥の見わけ方 ―

環境教育 も忘れないで (1)

南予の生物 に関す る文献 目録 (1)

図]皇諄 INFORMAT10N

会員名簿

予

(198

く〔Vol. 1

昔の宇和島付近の貝一鈴村 コレクシ ョンよ

愛媛県樹木分布図の作成 について

生物教育について思 うこと

ソウジエ ビと魚類 の共生

カ ミキ リム シの採集歴

水産試験場の現状

方 言の息づかい

思 うままに

「きれいな川づ くりJに 思 う

<連 載 >南 予の植物 (1)

No. 1の 正誤表 。 図書 INFORMAT10N

生
鮮

物 総 目 次
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N o . 2 > 1 9 8 6年 2月発行
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代表 辻  幸- 1

松井 宏光  2

橋越 清 - 6

橋越 清- 9

平松  亘 18

辻  幸 - 19

少林 法子 22

弓削 宏 之 24

り1・下 一彦 25

畑野 暢子 28

畑野 智 司 31

橋越 清 - 33

30。 35

36

石川  裕 38

松井 宏光 60

井上  信  69

田中 好久 72

沢崎 敏彦 74

沢田 茂樹 75

篠崎 充男 76

大崎 光雄 77

橋越 清 - 78

橋越 清- 79

80
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< V o l。 2 No.1・ 2>1987年 3月発行

宇和海 産魚類 目録 一Ⅱ                       辻  幸一

宇和島地方の 自然の教材化 (1)一堂崎の 自然 とその教材化 ―

アマ ゴの三倍体誘導への一実験

環境行政 について

「民話」にみ る生物たち

ヤイ ロチ ョウ

くエ ッセイ >フ アイ ンダーの中の世界

<連 載 >南 予の植物 (2)

マナ ヅル

図書 INFORMAT10N

くVo:.3 No.102>1988年 3月発行

アマ ゴ養殖 にお け る倍数体育種の導入 Ⅱ

ソウジエ ビと魚類の共生 Π

トカ ラ列 島魚類調査航海

仕事 中の閑話休題 ―宇和海 沿岸 の海藻の分布 ―

高知県皓川 にお け るヨシノポ リ子魚 の流下生態

蒋淵地 区の巻貝

生物教育を考 える (1)―高校の生物教育にお ける野外学習の必要性 と実施 の際の問題点 一

「石風 呂」考

内海村 の生物 の方言 (1)

私 の家 の周辺の鳥たち

<連 載 >南 予の植物 (3)

「魚 との出会い」

くエ ッセイ >裏 庭 の四季

<エ ッセイ >河 川 は死 にかけている

<エ ッセイ >あ る 日のWATASHI

図]電夢  INFORMAT10N

<Vol.4 ‖o.1口2>1989年 6月発行
アマ ゴ養殖 にお ける倍数体育種の導入Ⅲ

校内の生物 I 宇和島南高校 の植物 目録

近世初期の歴史 書にみ える宇和海 の海草類 について

肱川水 系に生息す る鳥類 リス ト

生物教育を考 える (2)一生物教育におけるコン ピュー タ教育の問題点 と今後 ―

高校生 と自然保護

南 予生物 にパ ソコン通信の活用 を提案

<エ ッセイ >漁 業史研究を志 して

くエ ッセイ >ナ チ ュラ リス トヘの道

平松  亘

橋越 清一

山木  勝

半 田 丈 J:

篠崎 充男

丹 下 一彦

橋越 清一

橋越 清一
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27

31
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34

35
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・36
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21

22

23

24

26

27

28

28

29

山木  勝  1

田中 好久  6

平松  亘  8

平松  互 H

弓削 宏之 12

都築 高秀  14

橋越 清一

篠崎 充男

橋越 清一

橋越 清一

橋越 清一

川 口  亮

自石 方子

橋越 清一

橋越 清一

5。 20

山木  勝  1

橋越 清- 7

熊谷 正文 21

丹下 一彦 24

橋越 清- 26

辻  幸- 31

丹 ド ー彦 33

熊谷 工文 35

中野 圭 子 37
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<エ ッセイ >徒 然 なるままのフィ ッシュ ・ウオ ツチ ング人門

<エ ッセイ >戦 争 の頃の食べ物

<エ ッセイ >生 物不在の倫理 一人間的発想 の影 に一

南予の地学散歩道 I一 成川渓谷 (北宇和郡広見町)

南予の植物 (4)

無残 !豊 崎海岸

身近な野鳥 (1)(2)(3)

<最 近の新聞記事か ら>肱 川 でブルー ギル を確認

く最近の新聞記事か ら>宇 和島湾で麻痺性 貝毒のプランク トン発生

図書 INFORMAT10N

<Vol.5 No.1・ 2>199o年 9月発行

宇和海の魚類2)一ハゼ科 ―

愛媛県にお けるオオ ダイガハ ラサ ンシ ョウウオの新産地

宇和島市宮下 ・大池及びその周辺の 自然 と生物

長者 ケ崎 (神奈川 県)の植物

中 。南予地方におけ るス ミレの雑種 目録 I

生物教育を考える (3)一 高校 にお ける生物教育 と大学入試 一

野村町 。「蝶の楽園」 を訪れて

南予の地学 。散歩 Ⅱ―堂崎 ・小池海岸 (宇和 島市石応 。小池)一

<エ ッセイ >生 物部の思い出

<エ ッセイ >自 然保護雑感

<連 載 >南 子の植物 (5)

新聞 よ り(1)・(2)。(3)

室手湾か ら日本初記録 の魚類 が採集 され ,学 会に発表 !

図書 INFORMAT10N

<Vol.6 No.1・ 2>1991年 12月

トウホクサ ンシ ョウウオの産卵環境 と一腹卵数

マ ダラチ ョウ科のチ ョウ

肱川水系の魚類 (1)

沖縄 の魚 (1)

宇和島市の帰化植物

昔の字和島付近の貝 (南予生物Vol.l No.2)の 言J正 (1)

愛媛県面河村 にお けるタカチホヘ ビの採集紀録

南子の地学 ・散歩道Ш ―クサ リサ ンゴ ・ハチ ノスサ ンゴ (城川町窪野)

保内町の河 口汽水域でスジハゼを確認

「酒場 フカケル」な ど

<エ ッセイ >タ カの渡 る岬

<エ ッセイ >― 東京発 ―身近な自然

<連 載 >南 予の植物 (6)

図書  INFORMAT10N
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平松  亘

篠崎 充男

橋越 清一

花岡 達朗

橋越 清一

30・ 38

辻  幸一

真吾 ・岡 山 健仁

橋越 清一

橋越 清一

大野真理 子

橋越 清一

近藤 直敏

花岡 達朗

井上  愛

橋越 清一

橋越 清一

32・ 31

岡 山 健仁

中村 惣一

辻  幸一

川 口  亮

橋越 清一

石川  裕

岡 山 健仁

花岡 達朗

辻  幸一

篠崎 充男

橋越 清一

中野 圭子

橋越 清一
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面河 山岳博物館が完成 !!

<Vol.フ  No.1・ 2>1993年 8月 発 行

伊予灘の魚類 ―伊 予市沿岸域 の魚類相 ―

肱川水系の魚類 (2)― 河 口感潮域 の魚類 一

岩松川感潮域 の魚類 (3)

南宇和郡 (愛媛県)の鳥類 リス ト

栽培漁業 と生態系破壊

松 山の野鳥観察案 内一 ミヤマ ガラスとコクマル ガラス ー

八幡浜湾でアカ ウミガメを発見

<エ ッセイ >「 南海 の鳥」都 に出 る

<エ ッセイ >人 類 の迷信

くエ ッセイ >南 予 に も 「自然史博物館」を !

図書 INFORMAT10N(2)

<Vol.8 No。 1・ 2>1995年 12月発行

肱川水系の魚類 (3)

浦 ノ内湾流入河川 ,灰 方川 の魚類

宇和島市 (愛媛 県)の鳥類相 (中間報告)

愛媛県にお けるオオダイガハ ラサ ンシ ョウウオの新産地 Π

愛媛県小 田町で採集 され た タカチホヘ ビの卵 について (追加 1)

過剰前肢をもつアマガエル

西海町鹿 島 (愛媛 県南宇和郡)の植物

滑床渓谷 (宇和島市)のス ミレ

中 。南予地方におけるス ミレの雑種 日録 Iの 訂正

<エ ッセイ >つ いに珍鳥の追つかけとなる ?!

<エ ッセイ >10月 10日は 「サ シバの 日」

図書 INFORMAT10N

清水 孝昭  1

辻  幸一 H

辻  幸 - 16

橋越 清- 17

清水 孝昭 23

清水 孝昭 26

辻  幸 ・ 27

梅 田 喜斉 28

安蔭 さなえ 30

橋越 清- 31

25

<Vol. 9  ‖o.1 ・2)>19964F12

中流域 を中心 とした芦 田川水系の魚類

宇和島沿岸 で集魚灯採集 に よつて得 られた幼稚魚

宇和島で発見 され た新種 のグンゴロウ 2種

愛媛県にお けるオ ウムガイの漂着例

小笠原鳥見紀行

長崎 県鳥見紀行 (長崎県佐世保市烏帽子岳及び諌 早湾)

水 野

辻  幸- 1

高橋 弘明  4

磯崎  進  H

岡山 健仁  18

岡山 健仁 ・山本 栄治 20

岡山 健仁 21

橋越 清- 22

大野真理子 33

大IEF真理子 34

橋越 清- 38

橋越 清- 41

37

月 発 行

高橋 弘明  1

晃秀 ・宇都宮淳― ・梶原 永裕  H

毛利 俊樹  18

石川  裕 20

橋越 清- 22

河野  薫 30

三瓶町 (愛媛 県西宇和郡)の植 物 I一 国造神社 (愛媛県西宇和郡三瓶町朝立)の植物 (中間報告)一

橋越 清― ・堀川 道夫 34

三瓶町(愛媛県西宇和郡)の植物 Π一鳴 山 (愛媛県西宇和郡 三瓶町鳴 山)の植物 (中間報 告)一

橋越 清―・堀川 道夫 38

橋越 清- 46<エ ッセイ >ぜ ひ とも南予に 自然史博物館 をつ くろ う !
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「高知 県柏 島の魚 類相 」と「宇 和 島内海 湾 の魚類相 」               辻  十 - 48

あ る 日の生物観 察 口記             黒 田 美紀 。竹 田 千尋 ・内藤 明 子 ・水 野 絵 理  49

図書  INFORMAT10N 45

< V o l . 1 0 > 1 9 9 8年 3月発行

三崎町阿弥陀他のプランク トン調査

浦 ノ内湾のハゼ科魚類  Ⅱ

来村川 よ り得 られ たまだ ら模様 の ウナ ギ

肱川水系か ら得 られた ワカサ ギ

高知県沖 ノ島で得 られたアカシュモ クザ メ

Stand and Fight ～水産高校だつてす ごい～

Sports fishingと地球環境 !環 境破壊に もの申す

愛媛 県宇 和 島市遠戸 島 にお け るオ ウムガイ ル
"ノ

ノぉ ′ο″ ブノ滋,Linnae u s ,

愛媛 県人1幡浜高校敷地 内 で 2000年 3月 に採集 され た オ ヒキ ヨ ウモ リ

<エ ッセ イ >大 学 つて何 だ ろ う?

区]常事  INFORMAT10N I ・ Ⅱ

くVol.11>2 0 0 0年 10月発行

愛媛県産セ トウチ フキバ ッタの地F「的変異

三崎町にお ける海洋プ ランク トンの出現種類 日録

三崎町にお ける動植物 プ ランク トンの季節的 ・時間的変動

愛媛県来村川水系の魚類相  Π

肱川で採集 されたカライ ワシ Elopsみ
"″

οなおRegan高橋 弘明 ・橋本 健 … 東 健作

オ ヒキ コウモ リ 物″ あ 林懃 お(BLYTII,1861)の愛媛県での最初の採集 記録

新聞 よ り 「オ ヒキコウモ リ発見」

<エ ッセイ >メ ダカの放流 をや め よ う

<エ ッセイ >身 近に作 る水辺 ビオ トープ

図書 INFORMAT10N I・Ⅱ

岡崎 隆―

< V o l . 1 2 > 2 0 0 2年 12月発行

アマ ゴ 0″cOrり4“ぉ″as″οお力it・ma′ におけるアル ビノ形質の遺伝性

薄葉  毅 ・山本  勝 。佐藤 治平

アカザの繁殖記録         山本 孝雄 ・津村 英志 ・須 田 康彦 ・畑木 琴美

愛媛県宇和鳥市坂下津地先の魚類 目録           水野 晃秀 ・木熊 慶吾
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